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豊富実践研究

静岡県立美術館におけるリピーター維持と展覧会特性

-20歳未満観覧者を中心とした提言一

A Study on Repeaters and Characteristics of Exhibitions 

at the Shizuoka Prefectural Museum of Art 

佐々木 亨本

ToruSASAKI 

和文嬰旨

毒事i尚県立美術館は1986(昭和61)年4月の開館以来、観覧者数と収支比率の点では比較的順調に推

移していたが、 1996(平成8)年度以降、この2つの数値が減少、惑化し始め、 1999(平成11)年度の

展覧会観覧者数は開館以来最低の107，977人に落ち込み、状況改善のための対応、を迫られることとな

った。その過程で、美術館の持つ機能や役割の多様性が認識されるようになるにつれて、観覧者数と

収支のみでは評価できない美術館を、どのような方法で評価するかが大きな課題となり、 2001(平成

13)年度にベンチマークス(業績測定指標一覧/74指標から構成)を用いた自己評価プロジェクトが

始まった1~ 各指標の現状{遣を把握するため、 2002 (平成14)年度と2003(平成15)年度において、展

覧会などに関する利用者アンケートを実施した。ベンチマークスによる現状健測定は、 2003(平成15)

年度に設置された「静岡県立美術館評価委員会Jの活動に連動する形で、現在も継続されているえ

ベンチマークスの現状績を澱定する際、その現状値だけでなく、例えば、観覧者の属牲に関する展

覧会ごとの傾向や静岡県立美術館に対する不満なども把握することができた。本稿では、自己評価と

してのベンチマークスの現状値の善し悪しとは関係なく、このアンケート結果から判明した静岡県立

美術館のリピーター構成とその課題、および課題解決の 1つの方策について、以下の順で報告し、考

察する。

1 )ベンチマークスの現状値測定でわかった展覧会観覧者に隠する特性を報告する。

2 )その特性から判明した展覧会のリピーターに関する諜惑を考察する。

3 )アンケートを実施した12の展覧会に関するクラスター分析を行い、クラスターごとの20歳未満観

覧者の特徴を考察する。

4)静岡県立美術館に来館する20歳未満観覧者のリピート行動を促す方策を提案するとともに、今後

の課題をまとめる。

Abstract 

The Shizuoka Prefectural Museum of Art formulated benchmarks (a list of performance measur巴"

ment indices consisting of 74 indices) in th巴誼scalyear of 2001 as a p訂tof the sel壬evaluationof the 

operations and management. In order to grasp the current state of these variables， we carried out sur-

veys ofth巴visitorsconcerning exhibitions 初出巴五scalyears of 2002 and 2003. 

τbispaperr巴portsand analyzes the following it巴ms.

(1) This paper reports on characteristics of visiωrs of 12 e対1ibitionsas revealed by the current bench-

mark variables. 

(2) This paper exan1ines one of th巴problemsof the e油ibitionsrepeaters proved from these character-

lStiCS. 

本北海道大学大学院文学研究科助教授 Ho泌midoUniversity Graduate School of Letters， Associate Professor 
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(3) Next， a cluster analysis is implemented on 12 exhibitions， and the feature of the less than 20 years-

old visitors is considered for every cluster. 

(4) Finally， this paper proposes th日policywhich stimu1ates仕lerepeat action of the less than 20 years司

old visitors， and summarizes future subjects. 

1.展覧会観覧者に関する特性

この主主では、 2001(平成13)年度に策定したベ

ンチマークスの現状値を把握するために、 2002(平

成14)年度と2003(平成15)年度において、展覧会

観覧者に対して実施したアンケートをもとに、観

覧者に関する特性を報告する。

アンケートは2ヶ王子度とも、以下の調査方法で、

実施した。

・アンケート設計:静岡県立美術館学芸課スタッ

プと筆者。アンケート用紙は資料 1の通り。

-実施日:各展覧会の会期日数のほぼ1寄せ程度の

日数

-配付・回収方法:実施日の全観覧者に対して、

静岡県立美術館友の会会員、ミューズスタップ

などが展覧会会場出口で声掛をして、その場で

アンケート用紙を配付し、観覧者に記入をお願

いした。記入後は配付者が回収した。

-回収数:各展覧会の総観覧者の 1-3%程度。

各展覧会ごとの回収数は、会期を記す箇所で述

べる。なお、 2002(平成14)年度は、調査方法を

模索していた時期であり、総観覧者数に占める

回収数の都合は、 2003(平成15)年度より低い 0

.データ入力と分析:回収されたアンケートは、

筆者の研究室でデータを入力し、分析は筆者が

担当した。

(1) 2002 (平成14)年度実施の震貫会における観

覧者特性

この年度に開催された 7つの展覧会のうち6つ3)

について調査を実施した。< >内の数字はアン

ケート用紙が回収できたサンプル数を示す。

①大トルコ展一文明と美術一(1大トルコ展J): 

4月17日-5 fl30日<157> 

②大本山相閣寺・金問・銀関秘宝展 (1相留寺

民J): 6月8臼ー 7月14日<511>

cr今、ここにある風景撰 (1今ここ展J): 7月27臼
-9月8日 <215>

④吉田簿撲+ザ・ベスト漠2002(1吉田ベスト展J): 

9月14日-10月20日<178> 

⑤印象派のあゆみ農 (1印象派展J): 10月27臼~

12月8日<265>

@きらめく光展 (1きらめく光展J): 2月18日~

3月30臼 <96>

(a)観覧者属性に関する集計結果

観覧者の属性に関しては、性別、年齢、居住地

などを尋ねた。また、来館に関しては、静岡県立

美術館への来館回数、来館形態、観覧に要した時

間、来館のきっかけ、年開のミュージアム(美術

銀以外も含む)来館回数などを尋ねた。以下では

主要な項目について報告する。

どの展覧会も女性が半数以上を占めているが、

「吉田ベスト展J、「印象派展J、「きらめく光展Jは

6つの展覧会の中でも男性の割合が高く、約40%

が男性観覧者である(表 1)。また年齢層別では、

各展覧会における観覧者の最多の年齢層は、「大ト

ルコ展」、「今ここ展jが20歳代であり、「相国寺

展J、f吉田ベスト撲」が50歳代である。 20歳未満

の観覧者の都合は、「今ここ展」、「印象派展J、「き

らめく光展」で20%を超えている。同日間寺展」で

は5%である(表2)。居住地に関しては、「今こ

こ展j、「吉田ベスト炭j、「きらめく光良Jにおい

ては、県外からの観覧者が17.4%、16.6%、22.7%

と多い。ほかの 3つの腿覧会は10%以下である

(表3)。

静岡県立美術館への来館回数で最も多い層は、

「大トルコ展j、「相園寺震」、 fきらめく光展jでは

13-5回」、「今ここ展j、「印象派展Jでは「初
めて」、「吉田ベスト展Jでは 120回以上jである。
また新規来館者の割合では、「今ここ展J、「吉田べ
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資料1 rooooo渓jに関する来館者アンケート

本臼は [00000展jをご覧いただきありがとうございます。今後の展覧会企画，美術館遼営の参考にいたします
ので，アンケートにご協力くださいますようお願い申し上げます。

議号線議選議議;謀議議~1灘?議機繍綴議総議議議機織欝勢津譲襲撃護側議議議議総号機号機~W線機発言語~I~
設問(1 )一 (5)では，以下の数字を( ) Iこご記入ください。

1 : rはいj
2 :どちらかというと r(まいj

3 :どちらとも言えない
ヰ:どちらかというと「いいえJ

5 : rいいえj
6:わからない
(1)この展覧会をこ漫になり，作品やテーマに関する「興味Jや「感動jが生まれましたか。 (1-6で回答:

(2)この浸覧会をご覧になり，何か新しい発見はありましたか。 (1-6で回答:

1または2とご記入なさった方へ一一一差し支えなければ，その内容をご記入ください。

(3)この展覧会はお支払いいただいた緩覧料に見合うだけの内容でしたか。 (1-6で問答: ) 

*招待券，友の会特典などで銭覧なさった方は，一殻の観覧科 (1000円)を想定してお答えください。

(4)この展覧会の会場では，心地よく観覧できましたか。 (1-6で回答:

(5)この展覧会のことを他の誰かに伝え，来館を勧めますか。 (1-6で問答:

(6)この展覧会に展示されている作品のうち，最も良かったもの，印象に残ったものは何でしたか。
作品名または特徴をお書きください。

(7)この展覧会または静岡県立艶育館の遼営などに関する稿満や改善すべき点がありましたらご記入ください。

(8)あなたにとって， r美*鵡に行くjこと，または「艶i鑑賞jはどんな意味がありますか。
そのほか，何かご意見などありましたらご自由にお書きください。

議議議選重機嫌議議議議機護憲議議議機慈雲議機鰍議議議務総議養護総数機議議議議議綴警護議総議
( )内の該当する項目に1つOをおつけください。また< >にはご記入ください。
(1) '1窃 IJ(男性，女性〉

(2)年齢(小学生，中学生，高校生， 19歳以下， 20歳代， 30歳代， 40歳代 50歳代， 60歳代 70歳以上)
(3)職業(会初二員，自営業，公務員，博物館綴え教員[公・私立関わすっ，卦静，学生・生徒，その他)

(4)お住まい(静岡・清水市内，静縄県内<市町村名: >，静間県外<都府県名: > ) 
(5)今聞の静岡県立謝闘で展覧会をこ濯になるのは何回目ですか。
(初めて， 2回日， 3-5回目， 6-9回目， 10-14回目， 1 5-1 9回目， 20回目以上)

2回忌以上の方へ一一一前回いらしたのはいつですか。

( 1ヶ月以内前， 1-3ヶ月前， 4-6ヶ月前， 7ヶ月-1年前， 1年以上前)

(6)かつて学校の行事で来錯したことがありますか。(はい，いいえ ) 
(7)諦隙直や博物館にどれくらい行きますか。
(ほとんど行かない，数年に1el，年1-2回，年3-5鼠年6-9el，年10回以上)
(8)今日はどなたと来ましたか。ご自分を中心に例のようにお書きください。

<自分 計人>伊D 自分，妻，娘計3人
(9)この展覧会の観覧に要した時間はどれくらいですか。*ただし， rロダン舘Jにおける時織は除きます。
( 30分未満 30分-1待問未満 1時間一l特務30分未満 1時間30:B-2時間未満，
2時静2時間30分未満 2待問30分-3時間米満 3待間以上)

(10)この展覧会に来た fきっかけJは付ですか。最も強いものに1つOをお付けください。
(8)ポスター・チラシ・「県民だよりJ・インターネットのホームページなどの「広報j を見て

め)新関記事・テレビのニュースなどの f報道Jを見て

(c)いつもよく来ているので

(d)招待券・割引券があったので

(e)友の会会員なので

(f)友人・知人・家族などに誘われて

(g)学校の行事や樹子日程に入っていたので

(h)この展覧会を観覧する以外の目的(ロダ〉告書の観覧，県民ギャラリーの催しに参加など)で，静岡県立美術館に

来て，この展覧会をやっていることを知って

(i)一度，静岡県立期鵡に来たいと思っていたので，または，たまたま時間があったので

のその他 ご協力どうもありが.とうごぎれまれ
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スト展」、「印象派展j、「きらめく光展Jで20%を

超えていて、特に「今ここ展Jでは4人に 1人が

新規来館者である。一方、アンケートをとった当

該展覧会以前に静両県立美術館に来たことのある

方(リピーター)で、最後の訪問がここ 1王子以内

であった方の割合(1年以内のリピート率)は、 1

つの展覧会を除いて70%以上である。特に「梅園

寺民」では81.6%、「きらめく光展jでは81.7%と

高い(表4)。

2002 (平成14)年度実施の展覧会における観覧者属性

表 1 性別(%)

男性

女性

表 2 年齢(%)

大トルコ展

20歳未満 13.1 

20歳代 21.7 

30歳代 17.1 

40歳代 15.1 

50歳代 15.1 

60歳代 7.9 

70歳以上 9.9 

表 3 居住地(%)

市内 60.1 

県内 36.5 

県外 3.4 

相圏寺展 寸A 」V 」V 居用丈

5.0 20.8 

11.0 24.3 

11.4 15.8 

13.3 16.3 

26.3 13.9 

22.9 7.4 

10.2 1.5 

41.4 52.3 

51.3 30.3 

7.2 17.4 

吉田ベスト展

41.1 

58.9 

吉田ベスト展

19.0 

13.2 

12.1 

16.7 

23.6 

10.9 

4.6 

吉田ベスト展

52.0 

31.4 

16.6 

表4 静馬県立美術館への来舘毘数と1年以内のリピート率

大トルコ展 相留寺展 今ここ展 吉田ベスト展

初めて 12.1 13.8 25.9 20.2 

2回呂 9.4 11.9 12.7 9.2 

3.5回目 34.2 26.3 19.8 21.4 

6-9囲呂 13.4 15.0 11.7 15.0 

10-14回目 10.7 14.8 11.7 8.1 

15-19匝自 6.0 3.2 3.0 2.3 

20回目以上 14.1 15.0 15.2 23.7 

l年以内のリ

ピート率 76.3 81.6 69.9 72.5 

- 28 

印象派展

20.0 

17.3 

13.7 

17.3 

16.9 

7.1 

7.8 

印象派展

48.2 

43.8 

8.0 

印象派展

20.1 

7.9 

19.7 

15.0 

16.5 

4.3 

16.5 

76.8 

きらめく光展

41.6 

58.4 

きらめく先展

23.6 

21.3 

11.2 

14.6 

13.5 

13.5 

2.2 

きらめく光展

52.3 

25.0 

22.7 

きらめく光展

20.2 

7.9 

24.7 

9.0 

16.9 

1.1 

20.2 

81.7 

全体 i



(b)綴覧者による展覧会の評備に関する集計結果

観覧者による展覧会の評価方法として、展覧会

において「興味・感動が生まれたかJ、「新しい発
見があったかj、「観覧料に見合う内容であったか」、

「心地よく観覧できたかJ'0) 4つの視点から満足度
を測定した。さらに総合満足度を「この展覧会の

ことを他の誰かに担え、来館を勧めますか」とい

う設問で、測ったえ

「興味・感動が生まれたか」ではどの展覧会も

70%以上と高いが、「大トルコ震」、「相国寺展jが

90%程度とさらに高くなっている。「新しい発見

があったかjに関してはどの展覧会も70%前後で

ある。 f観覧料に見合う内容であったか」では展覧
会によりきさが出ていて、「吉田ベスト展jは89.2%

と高いが、一方で、「今ここ展j、「印象派展jは56%

台と低い。残り 3つは70%前後である。「心地よ

く観覧できたかJについても展覧会により差があ
り、「吉田ベスト展Jは96.4%、「根閣寺震Jは
89.4%と高いが、「大トルコ展」は59.4%と低い。

「総合満足度Jを減る「この展覧会のことを他の
誰かに伝え、来舘を勧めますかjという設問に対

して「はLリまたは「どちらかというと「はいJJ
をつけた回答者の割合は、 f印象派展」以外ではど

の展覧会も50%以上である。特に「大トルコ展j

は69.6%と最も高い。印象派震は41.8%であった。

一方、ハミいえJまたは「どちらかというとれ判、
えJJという不満を選んだ回答者の割合は、「今こ
こ撲j、f印象派撰」以外ではどの漠覧会も約10%
程度である。「今ここ展j、f印象派震」はともに

20%以上である。

(2) 2003 (平成15)年度実施の展覧会における観

覧者特性

この年度に擬催された7つの展覧会のうち6つ5)

について調査を実施した。< >内の数字はアン

ケート用紙が回収できたサンプル数を示す。

①狩野派の澄界2003展 (1狩里子F派展J): 4月12日

-5月18日<553>

第9号 2005年3月

②神秘の玉朝一マヤ文明展 (1マヤ展J): 5月27
日-7月10日<1026>

③もうひとつの明治美術展 (1明治美術展J): 7月
19日-8月24日<306>

④徳川将軍家展 (1徳川展J): 9月初日-10J=l26 

日<566>

⑤浮按絵風景画名品展 (1浮世絵展J): 11月1日

-12月7日 <438>

⑥ローマ散策Part1I震 (1ローマ散策展J): 1月
2日-2月15日 <304>

(a)観覧者属性に関する集計結果

使用した調査票は、 2002(平成14)年度のもの

と基本的に同様である九

どの展覧会においても女性の観覧者が多いが、

「ローマ散策展」においては男性が45%前後と多

かった(表5)。反対に、「狩野派展」は男性が約

35%と最も少なかった。年齢層別では、最多年齢

層が50歳代または60歳代の展覧会が多く、「マヤ

展J1明治美術展J以外はすべてそうである。「明
治美術Jでは20歳代未満が37.6%であり、他の展
覧会と比較してこの年代の観覧比率が最も高Lミ(表

6 )。居住地では、県内の観覧者が市内からの観覧

者を上回っているのは、 fマヤ展J1徳川展J1ロー
マ散策展」の3つである。また、県外からの観覧

者が10%を超えたものは「狩野派展J1明治美術
展Jの2つである(表 7)。

静岡県立美術館への来館回数で最も多い層をみ

ると、「狩野派展」は 120回目以上」で23.5%であ

る。その他は「マヤ展J1徳川良jが 13-5回目j
26.7%、28.1%、また「明治美術展」は「初めてJ
29.0%である。どの展覧会にも共通している点は、

13 -5回目」の観覧者が20%以上を占めている

ことと 120回目以上Jの観覧者が10%以上を占め
ていることである。新規来館者割合は平均では

17.8%である。 20%以上を占めたものは、 fマヤ

展Jと「明治美術展」の2つであり、後者は29.0%
と高い。また、 1年以内のリピート率は王子均67.9%

である(表8)。
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2003 (平成15)年度実施の援葺会における観覧者属性

表 5

表 6 年齢(%)

ローマ散策展

44.6 

55.4 

狩野派展 マヤ展 明治美術展 徳)11展 浮世絵展 ローマ散策展

20歳未満 10.3 21.6 37.6 4.9 4.8 3.0 

20歳代 14.2 20.3 12.4 6.5 8.8 8.7 

30歳代 15.7 21.8 13.1 8.7 13.6 11.7 

40歳代 14.4 13.1 15.5 14.5 16.2 12.7 

50歳代 21.7 10.7 7.9 26.2 30.0 24.7 

60歳代 13.5 8.0 8.6 23.9 16.6 22.0 

70歳以上 10.3 4.5 4.8 15.4 9.9 17.3 

表 7

制
一
一
向
一
期

ローマ散策展

42.6 

52.4 

5.1 

表 8 静岡県立美術館への来館菌数と1年以内のリピート率

73.31 62.61 69.3 

(b)綴覧者による展覧会の評価に関する集計結果

「興味や感動が生まれたか」はどの展覧会でも

70%以上と高いが、特に「浮世絵展」は92.7%と

顕著で、あった。「新しい発見があったか」について

は70%以上であり、展覧会による大きな差はなか

った。 f観覧料に見合う内容であったかjは、展覧

会により差があった。「狩野派展」、「浮世絵展」は

88%台であったものの、「マヤ展」、「明治美術展j

は69%台であった。「心地よく観覧できたかjも

差が大きく、 f狩野派展」、「ローマ散策展Jは91%

台であったが、「マヤ展」は64.4%と低かった。

「総合満足度」を測る fこの展覧会のことを他の

誰かに伝え、来館を勧めますか」という設問に対

してれミいえ」または「どちらかというと iptミ

- 30-



えJJという不満を選んだ回答者は、「明治美術展」
が最も高く 18.3%、次いで「マヤ炭」の13.2%で

ある。しかし、不満に関する自由回答欄をみると、

回答に質的な違いがあることがわかる。前者にお

ける不満は、解説不足、)令房のききすぎ、観覧料

が高いというものが主なもので、展示内容自体に

関する深い不満などは見受けられなかった。一方、

後者では、駐車場が狭い、混んでいてよく見えな

かったなどの不満のほか、「現場の人関から切り離

された文明展はナンセンスJrマヤ文明にふれてい
るような臨場感がなLリ「展示の意図を埋解するの

に苦労したJなどといった、展示内容の根幹に係
わる不満が見られた。また、「明治美術」で不満を

示した人のうち、自由回答欄に記入した人は14/

50=28.0%であったが、「マヤjでは57/123口

46.3%と高かった。

2.静関県立美術館の漫覧会1)ピーターに関す

る課題

ここでは、第 1章で報告した 2ヶ年度における

渓覧会の観覧者データをもとに、リピーター構成

について考察し、そこから考えられる諜題を指摘

する。

2002 (王子成14)年度のアンケート調査を実施し

た6つの展覧会全体における新規観覧者の割合は

17.6%であるので、リピーターは82.4%である。一

方、そのリピーターのうち、前回の観覧がここ 1年

以内である人は77.4%であった。したがって、王子に

2回以上観覧に来ている人は、全体の63.8%とな

る。 2002(平成14)年度の総観覧者数は、 170，390

人であるので、この%を適用すると延べ人数で約

108，000人7)が年に 2回以上観覧したリピーターと

なる。

同様に、 2003(平成15)年度で見てみると、新

規観覧者の割合は17.8%であり、リピーターは

82.2%である。一方、そのリピーターのうち、前

回の観覧がここ 1年以内である人は67.9%である

ので、年に 2回以上観覧に来ている人は全体の

55.8%となる。 2003(平成15)年度の総観覧者数

第9号 2005年3月

は、 172，911人であるので、この%を適用すると延

べ人数で約97，000人7)が年に 2国以上観覧したリ

ピーターとなる。

年に2回以上観覧するリピーターが静間県立美

術館の王子関観覧者の60%前後であるということは、

他の美術館と比較すると極めて高い数字であり、

この美術館の特徴の 1つである。

次に、年に 2回以上観覧するリピータ一層は、

どのような構成になっているか考察する。ここで

は2002(平成14)年度のリピータ一層についてみ

ていく。

年齢燈としては、 50歳代が最も多く 23%を占め

ている。また、 50歳代を含め、それより上の年齢

層を合計すると47%を占める。一方、 20歳未満の

観覧者は11%、20歳代は13%であり、両方を合計

した24%は50歳代の23%とほぼ悶じである。

つまり、 20歳未満および20歳代の年齢層が将来

的に、現在の50歳代以上の年齢層のようなリピー

タ一層に確実に成長するように、美術館側から積

極的に働きかける必要があると考える。

一方、 50歳代の来館形態をみると、 r1人Jま
たは「配偶者(自分の夫または妻)と一緒」ゃ f見

弟姉妹と一緒j、「母と一緒jに来館したという形

態が全体の58%にのぼる。それより上の年齢層で

は、この傾向がさらに顕著で、ある。数十年先にい

まのリピータ一層は減少することが予想される。

しかし、来館形態をみると r1人jまたは同世代
と一緒とLミった形態が多いので、頻繁に来館する

50歳代以上の観覧者が自分の観覧行動・慣習を、

美術館の場において、次世代(息子や娘)または

次々俊代(孫)にあまり継承していないと考えら

れる。

このような展覧会リピーターの構成より、静岡

県立美術舘の展覧会リピーター維持に向けた課題

として以下の 2つが考えられる。

1) 20歳未満および20歳代観覧者マーケットの関

発

2 )美術館内における世代を越えた観覧行動・慎

習の継承を促す仕組み作り
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3.展覧会のクラスター分析と20歳未満観覧者

に関する考察

以下の第 3、4章では、 2002(平成14)年度と

2003 (平成15)年度においてアンケートをとった

12の展覧会を事例に、第 2主主であげた課題の lつ

である 120歳未満および20歳代観覧者マーケット

の開発jのうち、静岡県立美術館に来館している

120歳未満観覧者」に関するリピート行動を促す

方策を考察する。まずこの第3章では、 12の展覧

会に関する表 1-8のデータを用いてクラスター

分析8)を行い、クラスター(グループ)ごとに20歳

未満観覧者の設置づけを考察する。

どの展覧会においても割合が少ない観覧者属伎

を使って分析を行った。つまり、性別に関しては

「男性」、居住地は「県外」、来館回数は「初めてJ

を用いた。年鈴に関しては、ここで注目している

層が 120歳未満jであるので、そのデータを用い

た。クラスター分析の結果は図 1であり、そこに

示された5つのクラスター(グループ)について

以下で考察する(表9)。

[グループA]1吉田ベスト展」、「印象派展」、「き

らめく光渓」、「マヤ展jからなるグループであ

る。特徴的なことは、男性の割合が40%以上と

高く、 20歳未満観覧者の割合と新規来館者の割

合が20%前後であり、 12展覧会中ではこれらに
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国1 1 2の展覧会i二関するクラスター分析の結果

表9 クラスター分析に用いたデータ

グループ 20歳未満観覧者 男性 県外居住者 新規観覧者

1大トルコ E 12.7 28.9 3.4 12.1 

2棺閣寺 E 5.0 32.1 7.2 13.8 

3今ここ B 20.8 27.0 17.4 25.9 

4吉田ベスト A 19.0 41.1 16.6 20.2 

5印象派 A 20.0 43.5 8.0 20.1 

6きらめく光 A 23.6 41.6 22.7 20.2 

7狩野派 E 10.3 34.8 13.1 15.0 

8マヤ A 21.6 42.3 6.4 22.2 

9明治美術 C 37.6 41.4 16.0 29.0 

10 徳川i D 4.9 42.6 6.9 15.0 

11 浮世絵 D 4.8 40.1 8.9 11.9 

12 ローマ激策 D 3.0 44.6 5.1 10.9 

*グループ分けはクラスター分析の結果である。
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関しては中程度の伎霞づけである。

このうち、県外からの観覧者の割合が高いも

のは「きらめく光農J、「吉田ベスト展」である

が、これらはいずれも開催会場が静岡県立美術

館のみの展覧会であった。また、 12展覧会の中

で20歳未満額覧者の割合が2番目に高い「きら

めく光展jは2月18日-3月30臼が会期であり

春休み期間を含んでいる。この展覧会は「点j

をテーマにした展覧会であり、以下で説明する

グループB、グループCの2つの僕覧会とも異

なる性格のテーマである。

{グループB]I今ここ展J1つからなるグループ

であり、「きらめく光渓」、 f吉田ベスト震J詞

様、隠僚会場が静岡県立美術館のみの展覧会で

あった。県外からの観覧者は17.4%、新規来館

者は25.9%でともに 2番目に高いことが特・徴で

ある。また、 20歳未満の割合が20.8%前後であ

り、 12展覧会中では比較的高いことも特徴であ

る。一方、男性の割合が27.0%と12展覧会中で

最も低い。

[グループC]I明治美術展J1つからなるグルー

プである。特徴的なことは、 20歳未満観覧者の

割合と新規来館者の割合が37.6%、29.0%と最

も高いことである。

[グループD]I徳川展」、「浮世絵展J、「ローマ散

策展jからなるグループである。 20歳未満観覧

者の割合が 5%以下と最も低いグループであり、

県外観覧者の割合も10%未満、新規観覧者も

10%台前半とともに低い方にE議する。一方、男

性の割合は40%以上で、グループAと同様に高

Lミ数値を示している。

[グループElI大トルコ展J、「相圏寺展j、「狩野

派展jからなるグループである。特徴的なこと

は男性観覧者が30%前後と少ないことである。

新規観覧者の割合はほぼ10-15%の範囲であり、

12展覧会中では中程度の位醤づけである。

以上5つのグループのプロフィールをまとめる

と、表10の通りである。

グループBとグループCはともに、 1つの展覧

会からなるグループであるが、両方とも普段、静

第9号 2005年3月

表 10 5つのグループのプロフィール
20歳未満観覧者 男性 県外居住者 新鋭銭覧者

グループA ム 。 ム

グループB 。 × 。 。
グループC 。 ム ム 。
グループD × 。 X × 

グループE × ム

0:説会が高い

ム:割合が根対的に中程度

x:割合が低い
印なし:どれでもない

岡県立美術館に来ない利用者騒を取り込んでいる

ことがわかる。つまり、前者の「今ここ展jでは県

外からの観覧者と新規来館者が、後者の「明治美

術展Jでは20歳未満観覧者と新規来館者が、他の

展覧会と比較して多く来ている。また、この2つの

展覧会は会期がそれぞれ7月19日-8月24日、 7

月27日-9月8Bであり夏休み慰問中であること

が分かる。ただし、この2つの展覧会は、註3)と

註5)にあるように前者は日本初の洋画団体の足

跡、をたどるものであり、後者は現代アートの展覧

会であり、展覧会の性格はまったく異なっている。

グループAとグループDは、男性を多く取り込

んでいることが分かる。また、グループAではそ

の特徴に加え、 20歳未満観覧者がグループDの約

5倍ほど来ていることが挙げられる。グループD

の構成にくらべ、グループAの構成には伝統的な

日本美術に関する展覧会が入っていなく、かつ静

岡県立美術館オリジナル企画や海外文化財がテー

マになったものが含まれていたことが分かる。

グループEは普段、静岡県立美術館に来ない利

用者層を数多く取り込んで、いるというわけで、はな

いことがわかる。ここに属する「大トルコ展J、「狩

野派展」の会期をみると、それぞれ4f:l17日(水)

-5月30B(木)、 4月12日(土)ー5月18日(日)で

ありゴールデンウィークを含んでいるが、この両

者は「相国寺展Jに比べ、 20歳未満観覧者が2倍

程度多くなっていることが分かる。

テーマが伝統的なB本美術である展覧会は「枢

闘寺展Jr狩野派展Jr徳川!展Jr浮世絵展」であ
り、グループDとグループEに属しているが、 20

歳未満観覧者の割合は会期にゴールデンウィーク
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を含んで、いる「狩野派展J(10.3%)を除いて、す

べて 5%以下と低い。

4. 20歳未満観覧者のりビート行動を促す方策

と今後の課題

ここでは、静岡県立美術館に来館する20歳未満

観覧者のリピート行動を促す方策を提案するとと

もに、今後の課題をまとめる。

(1) 20歳未満観覧者のリピート行動を促す方策

第3章で考察してきたことから、次のことが分

かる。

1 )展覧会会嬬に夏休みまたは春休み期間が含ま

れていると、テーマに関係なく、 20歳未満観

覧者の割合が高い。

2 )また、ゴールデンウィーク期間が展覧会会期

に含まれていると、夏休み・春休み期間を含

む展覧会ほどではないが、 20歳未満観覧者の

割合が高い。

3 )テーマが伝統的な日本美術である展覧会は、

その他のテーマと比較して20歳未満観覧者の

割合が低い。しかし、その中でも会期にゴー

ルデンウィークが含まれるものはその割合が

高い。

4 )静岡県立美術館のオリジナル全面である展覧

会は、 20歳未満観覧者の割合が20%前後と高

く、県外からの綴覧者の割合も20%前後と高

ここで検討している課題は、 20歳未満観覧者の

リピート行動を促す方策であるので、まず20歳未

満観覧者が多く訪れる展覧会についてみてみる。グ

ループEの「大トルコ展JとグループA{二属する

「マヤ展」は、全国を巡回している海外文化財に関

する展覧会である。 12展覧会での20歳未満観覧者

の実擦の人数は表11の通りであるが、総観覧者数

が5万人を超えている「大トルコ展Jと「マヤ展j

に入場した20歳未満観覧者は、人数では第 1位、

2位であり、 2つの合計人数は全体の約半分を占

める。したがって「大トルコ展J、「マヤ展」とい

表 11 2 0歳未満観覧者の人数

展覧会 20歳未満(%) 観覧者数 20歳未満の人数

l大トルコ 12.7 62，645 7，956 

2相羽寺 5.0 34，418 1，721 

3今ここ 20.8 11，522 2，397 

4吉田ペスト 19.0 20，290 3，855 

5印象派 20.0 13，041 2，608 

6きらめく光 23.6 9，300 2，195 

7狩野派 10.3 13，461 1，386 

8マヤ 21.6 59，092 12，764 

9明治美術 37.6 13，308 5，004 

10徳川 ι9 32，百99 1，617 

11浮世絵 4.8 12，357 593 

12ローマ散策 3.0 14，320 430 

合計 42，525 

った海外文化財に関する展覧会を諜題解決の方策

に据えることは、一見合理的に恕われる。しかし、

1日あたりの観覧者数が通常の 3-4倍になるこ

とから、音声ガイドの受付方法や)1頃路の不案内、

解説文の文字が見にくい、他の観覧者のマナーが

悪いといった現場でのオペレーションに関する不

満が数多く出ていて、決してよい環境にあるとは

言えない。実際「大トルコ展」と「マヤ展Jにお

ける「心地よく観覧できたかjの設問では、それ

ぞれ59.4%、64.4%と当該年度の展覧会の中で最

も低い数字であった。したがって、このような展

覧会で20歳未満観覧者が将来のリピータ一層に成

長するように美術館側から積極的に働きかけるこ

とは難しいと考える。それよりも、観覧環境が悪

くなく、 20歳未満観覧者の割合が特に高い夏休

み・春休み期間を会期に含む展覧会を、そのよう

な場として捉えるのが適当と考える。さらに、夏

休み期間中はテーマに関係なく 20歳未満観覧者の

割合が高いと考えられるので、展開の仕方はさま

ざまあると考える。

一方、テーマが伝統的な日本美術である展覧会

は、ゴールデンウィーク期間を含んでも20歳未満

観覧者の割合が相対的に低いので、このテーマの

展覧会は現在のリピータ一層をメインターゲット

に据えた展開を考えるべきであろう。実捺、表4、

表8からも分かるように、 50歳代以上の年齢層が

全観覧者の約45%から65%を占めている。

また、静岡県立美術館のオリジナル企画である

展覧会は、 20歳未満綴覧者の割合が高いとともに、

34 -



県外からの観覧者の割合が高いので、県外の観覧

者からみた「静岡県立美術館ブランドJを確立す

るためのツールとして活用する方法も考えられる。

(2) 今後の課題

本稿では調査データに基づいて、今後の展覧会

における20歳未満観覧者のリピート行動を促すた

めの方策を示したが、これらはあくまで現状の展

覧会構成から考えられる 1つのパターンである。

現在、静偶県立美術館は同館評価委員会とともに、

使命一戦略目標一戦略ーベンチマークスからなる

一連の戦略計画方式経営モデルを検討しているが、

このモデルのなかでどのような展覧会構成に発展

できるかこそが重要で、あると考える。

さらに、 120歳未満および20歳代観覧者マーケ

ットの開発jという課題に取り組む際には、静岡

県立美術館への非来館者層に関するリサーチは必

要不可欠であり、これに関するデータがない限り

では十分なマーケット開発はできないと考える。

また、今回行った2002(平成14)年度と2003(平

成15)年度の展覧会観覧者へのアンケートでは、

回答者自身に関する設問としては、性別や年齢、

居住地といった属性が中心であった。しかし、そ

のようなデモグラフィックf寺d性だけではマーケッ

トの動態を正確に捉えることは出来ないと考えら

れている。つまり、ライフスタイルや消費スタイ

ル、趣味・志向、パーソナリティーなどのサイコ

グラフィック特性の把握が必要で、ある。このよう

なデータをミュージアム来館者から収集する方法

について、少なくとも公立ミュージアムではまだ

あまり議論されていなく、また成功事例もないの

が実情である。したがって、観覧者のサイコグラ

ブイック特性の把擦も今後の課題と考える。

註

1 )筆者は文科省科研費などを利用し、研究の一

環として、調査設計・集計分析などの作業を

分担した。

2 )詳しくは、佐々木亨・宕瀬智久「静岡県立美

術館における事業評価Jr文化経済学会〈日
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本〉年次大会予稿集j、pp.82-85、2003を参

照。また、静岡県立美術館評価委員会の活動

については、問委員会発行の中間報告書

(2004.6)に詳しい。中間報告書は以下の狂P

からダウンロードでーきる。

htゆ://www2.pref.shizuoka必/ALL/ shingi.nsf 

/kekka_sosiki/D46F9877 A1075C8F49256EB3 

00836F40 

3 )各展覧会の広報用コピーは以下のとおりであ

る。「大トルコ展J:ァナト 1)ア文明からギリ

シャ・ローマ、オスマン・トルコなど7000年

にわたる美の遺産600点。「相国寺展J:室町

文化を象徴する名画・{愛品の数々。あわせて

伊藤若沖が描いた金閣寺の撲絵を一挙公開。

「今ここ展J:大岩オスカール幸男、 B高理恵

子、吉田暁子、菱山裕子4人のアーテイスト

と当館コレクションのつくる 4つの風景。「吉

田ベスト展J: 100年前の野本の風景、吉田博

のスケッチ・水彩画・油彩画・木版画など/

見たい作品教えてください。リクエスト展再

び。「印象派展J:ケルン市立ヴァルラフ=リ

ヒャルツ美術館コルブー財団所蔵の約60点の

作品でたどる印象派の饗宴。「きらめく光展J: 

点描、点法。ブツフ守ツ。キラキラ・・・。シニ

ヤツク、池大雅、岡鹿之助、草間禰生など f点J

だらけの展覧会。

4)観覧者による展覧会の評価に関する結果を、

「総合満足度jを繕成すると考えた4つの要素

による関係式(カテゴリカル由帰分析)で表

したが、ここでは省略する。

5)各展覧会の広報局コピーは以下のとおりであ

る。「狩野派展J:元信・光信・探幽・芳農・

雅那など、室町・桃山・江戸400年、伝統の

底力、大画扇の迫力。「マヤ展J:最新の研究

成果と発掘品約300点でたどるマヤ王朝の遺

産。「明治美術展J:日本初の洋画団体、その

足跡をたどる。今よみがえる正統画家たち、

御物を含む代表作品。「徳川展J:家康をはじ

めとする将軍家の歴史を宗家秘蔵初公開資料

により紹介。国宝.]重要文化財含め約230点。
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「浮慣絵展J:北斎「寓獄三十六景」、広重「名

所江戸百景」、国芳「東都名所jなど。浮世絵

風景画の黄金時代を彩る名品300点を紹介。

「ローマ散策展J:ピラネージの版画でつづる、

「ローマ」という幻想。

6) 2002 (平成14)年度と2003(平成15)年度の調

査票は基本的に同様であるが、ベンチマーク

スを試行していた期間であるので、特にある

項目を詳しく知りたい場合などは、設問の選

択肢を一部変更したり、新たに設問を付加し

たりした。

7) 2002 (平成14)年度の約108，000人、および

2003 (平成15)年度の約97，000人はともに延

べ人数をあらわしている。来館頻度を正礁に

把握した上で算出した実人数ではない。

8 )クラスター分析の「クラスターJとは「集落」

という意味であるように、この分析ではある

類似基準でサンプルをグループ化する。
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